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Ⅰ

　

先
頃
筆
者
は
、
ヘ
ボ
ン
訳
聖
書
の
一
つ
『
新
約
聖
書
約ヨ

ハ

ネ翰
伝
』

（
一
八
七
二
）
と
、
そ
の
翻
訳
刊
行
に
関
与
し
た
あ
る
一
歌
人
に
つ
い
て

論
ず
る
機
会
を
得
た
（
注
１
）
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
の
第
一
章
一
節
「Ἐ

ν ἀρχ ῇ ἦν ὁ λόγος

／In the beginnig w
as 

the W
ord

／
初
め
に
言

こ
と
ば

が
あ
っ
た
」
に
お
け
る
「λόγος

ロ
ゴ
ス
」
の

思
想
史
的
な
、
そ
し
て
ま
た
文
学
的
な
問
題
で
あ
る
。
「
ロ
ゴ
ス
」
概
念

の
重
要
性
は
、
西
洋
形
而
上
学
を
指
す
デ
リ
ダ
の
用
語
「
ロ
ゴ
ス
中
心
主

義logocentrism
e

」
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
説
明
す
る
ま

で
も
な
い
。

　

当
該
論
文
で
は
、
ヘ
ボ
ン
『
新
約
聖
書
約ヨ

ハ

ネ翰
伝
』
の
同
節
が
「
元げ

ん

し始
に

言こ
と
だ
ま霊

あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
奥
野
昌
綱
の
創
案

に
な
る
こ
と
等
を
丹
念
に
論
証
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
野
の
特
異
性

を
示
す
結
論
部
に
お
い
て
は
、
比
較
の
対
象
で
あ
る
敬
宇
中
村
正
直
と
の

差
異
、
奥
野
と
敬
宇
と
の
個
人
的
な
関
係
性
等
々
、
紙
幅
の
都
合
上
、
多

く
を
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
学
界
の
共
通
理
解
に
寄
り

か
か
る
か
た
ち
で
ま
と
め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
前
稿
を
補

う
こ
と
と
同
時
に
、
奥
野
と
敬
宇
の
関
係
や
、
敬
宇
の
翻
訳
漢
詩
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
前
稿
と
の
重
複
を
避
け
る
よ
う
努
め
る

が
、
行
論
の
都
合
上
、
内
容
に
一
部
重
な
る
箇
所
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
け
る
「
ロ
ゴ
ス
」
と
は
何
か
、
簡
略
に
確

認
し
て
お
く
。

　
　
　

 

初
め
に
言

こ
と
ば

が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
言
は
神
で
あ
っ

た
。
（
新
共
同
訳
）

　
　
　

 

元は

じ

め始
に
言
霊
あ
り　

言
霊
は
神
と
と
も
に
あ
り　

言
霊
は
神
な
り

（
ヘ
ボ
ン
訳
）

　

一
節
は
、
し
ば
し
ば
「
先
住
の
ロ
ゴ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
創
世
記
と
近

似
し
つ
つ
も
、
神
に
よ
る
創
造
に
先
だ
っ
て
存
在
す
る
「
ロ
ゴ
ス
」
は
、「
こ

と
ば
」
で
あ
る
と
同
時
に
神
で
あ
り
、
か
つ
「
神
と
共
に
」
あ
る
と
い
う

啓
蒙
期
の
翻
訳
文
学
　
―
中
村
正
直
と
奥
野
昌
綱
―

山
　
本
　
　
　
良

【
論
文
】
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意
味
で
は
、
異
な
る
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
位
一
体
の
思
想
に
つ
な
が

る
。
続
い
て
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た
「
命
」
と
「
光
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

を
証
し
す
る
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
世
界
に
到
来
し
た
真
実
の
「
光
」
（
で
あ

る
イ
エ
ス
）
、
そ
し
て
、
一
四
節
で
「
イ
エ
ス
の
受
肉
」
が
語
ら
れ
る
。

　

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は
、
共
観
福
音
書―

マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
福
音
書
を
、

共
通
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ―

と
比
較
し
て
も
、

神
学
的
で
あ
る
と
同
時
に
歴
史
的
な
書
と
も
言
わ
れ
る
。
一
四
節
以
降
、

〈
歴
史
的
事
実
〉
と
し
て
の
イ
エ
ス
の
事
蹟
を
中
心
に
語
る
こ
と
か
ら
そ

の
よ
う
に
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
冒
頭
第
一
章
が
、
高
度
に
思

弁
的
で
あ
る
こ
と
は
争
わ
れ
な
い
。

　

「
ロ
ゴ
ス
」
は
一
章
一
四
節
以
降
は
表
れ
な
い
。
三
節
か
ら
一
三
節
ま

で
は
代
名
詞
で
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
代
名
詞
が
何
を
指
し
て
い
る
の

か
が
神
学
的
に
は
つ
ね
に
問
題
に
な
る
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
背
景
に
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
が
あ
る
と
見
な
す
場
合
、
宇
宙
生
成
の
根
源
的
な
原
理
と
し
た
ス

ト
ア
派
由
来
の
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
諸

概
念
で
旧
約
聖
書
を
再
解
釈
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

の
フ
ィ
ロ
ン
に
よ
る
神
の
こ
と
ば
と
し
て
の
「
ロ
ゴ
ス
」
思
想
を
、
直
接

の
淵
源
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
批
判
も
多
い
。
福
音
書
成
立
後
の
二
世

紀
頃
、
ユ
ス
テ
ィ
ノ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
を
背
景

に
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語
で
著
述
し
た
初
期
教
父
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
教
説
に
根

差
し
、
フ
ィ
ロ
ン
と
は
異
な
る
新
約
的
な
視
点
を
提
示
し
つ
つ
、
イ
エ
ス

こ
そ
が
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
と
す
る
「
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
論
」
を
唱
え
て
以

来
、
こ
の
問
題
に
複
雑
な
思
弁
を
与
え
て
き
た
。

　

こ
こ
に
は
、
人
々
が
、
信
仰
へ
踏
み
出
す
際
に
、
障
壁
と
な
る
べ
き
思

弁
が
幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
も
の
が
、
「
ロ
ゴ
ス
」

の
受
肉
と
し
て
の
イ
エ
ス
、
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
射
程
で
い
え
ば
、
奥
野

は
こ
の
障
壁
を
わ
ず
か
な
期
間
に
飛
び
越
え
て
見
せ
、
中
村
正
直
は
時
間

を
か
け
つ
つ
、
最
終
的
に
そ
の
壁
の
前
で
佇
ん
で
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

本
稿
は
、
そ
の
違
い
を
、
「
文
学
」
形
式
の
差
異
か
ら
考
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

あ
え
て
付
言
す
る
が
、
日
本
の
言
霊
研
究
書
の
中
に
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
と
言
霊
思
想
の
一
見
し
た
類
似
を
、
自
明
の
も
の
と
見
な
す
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
ロ
ゴ
ス
＝
言
霊
」
と
い
う
類
推
が
、
あ
た
か
も

人
類
の
普
遍
的
無
意
識
か
ら
や
っ
て
く
る
自
然
な
発
想
で
あ
る
か
の
ご
と

き
認
識
は
、
厳
に
戒
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
自
然
な
類
推

に
見
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
我
々
が
近
代
的
な
ま
な
ざ
し
か
ら
眺
め
て

い
る
か
ら
で
あ
る
（
注
２
）
。

　

と
こ
ろ
で
、
ヘ
ボ
ン
訳
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
は
、
も
う
一
種
類
の
本
文
が

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
D
・
C
・
グ
リ
ー
ン
の
日
本
語

教
師
で
あ
っ
た
市
川
栄
之
助
が
作
成
し
た
写
本
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、

「
元は

じ

め始
に
道
ハ
あ
り　

道
ハ
神
と
偕と

も

に
あ
り　

道
ハ
神
な
り　

こ
の
道
ハ

元
始
に
神
と
偕
に
あ
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
ロ
ゴ
ス
」
は
「
道
」
と
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ロ
ゴ
ス
」
＝
「
道
」
と
い
う
理
解
は
、
ブ

リ
ッ
ジ
マ
ン
＝
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
訳
漢
訳
聖
書
の
本
文
「
元
始
有
道
道
偕

神
道
即
神
是
道
元
始
偕
神
也
（
元
始
に
道
は
あ
り
。
道
は
神
と
偕
に
あ
り
。

道
は
即
ち
神
な
り
。
こ
の
道
は
元
始
に
神
と
偕
に
あ
り
。
）
」
に
拠
っ
て
い

る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
モ
リ
ソ
ン
訳
の
漢
訳
聖
書
で

は
、「
当
始
已
有
言
（
当
始
已
に
言
あ
り
）
」
と
、「
ロ
ゴ
ス
＝
言
」
で
あ
っ

た
。
漢
訳
聖
書
に
お
け
る
「
ロ
ゴ
ス
」
＝
「
道
」
と
い
う
理
解
が
、
朱
子

学
を
媒
介
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
創
刊
し
た
「Chinese 
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R
epository

」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
種
々
の
論
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

る
（
注
３
）
。
だ
か
ら
こ
そ
、
昌
平
黌
で
学
ん
だ
奥
野
に
と
っ
て
理
解
は
容

易
で
、
「
ロ
ゴ
ス
」
＝
「
道
」
と
す
る
漢
訳
聖
書
本
文
を
そ
の
ま
ま
訓
読

し
て
済
ま
せ
ら
れ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
こ
の
数
年
後
の
聖
書
翻
訳
委
員

会
訳
で
も
「
ロ
ゴ
ス
」
＝
「
言

こ
と
ば

」
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り

七
二
年
版
の
「
言
霊
」
と
い
う
訳
語
だ
け
が
、
際
立
っ
て
異
様
に
聞
こ
え

る
の
で
あ
る
。

　
　
　

Ⅱ

　

筆
者
は
、
前
稿
で
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
冒
頭
の
「λόγος

ロ
ゴ
ス
」
を
「
言
霊
」

と
し
た
の
は
奥
野
の
創
案
で
あ
る
、
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
た
。
こ
の
論

証
そ
の
も
の
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
論
証
の
最
も
肝
要
な
点
は
、

そ
の
「
言
霊
」
と
い
う
表
現
が
、
一
九
世
紀
の
国
学
が
強
調
す
る
、
あ
る

意
味
で
は
狂
信
的
な
、
日
本
主
義
的
言
語
観
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
和
歌
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
と

し
た
契
機
が
、
奥
野
の
和
歌
の
師
で
あ
る
海
野
遊
翁
を
経
由
し
て
体
現
し

た
近
世
期
の
歌
論
に
あ
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
小
沢
蘆
庵

の
「
た
だ
ご
と
歌
」
、
蘆
庵
に
私
淑
し
た
香
川
景
樹
の
「
調
べ
」
の
説
に

由
来
す
る
、
近
代
短
歌
の
写
生
説
に
も
近
似
し
た
方
法
論
で
あ
る
。

　

黒
田
惟
信
『
奥
野
昌
綱
先
生
略
伝
並
歌
集
』
（
注
４
）（
以
下
、
『
略
伝
』
）

に
よ
れ
ば
、
奥
野
昌
綱
は
一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
四
月
徒
士
竹
内
五
郎

左
衛
門
直
道
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
八
三
三
（
天
保
四
）
年
東
叡
山

寛
永
寺
春
性
院
の
随
身
と
な
り
、
武
道
や
遊
芸
に
励
む
。
一
八
三
八
（
天

保
九
）
年
に
は
、
昌
平
黌
で
経
学
を
学
び
、
二
年
で
弁
書
講
義
の
試
験
に

合
格
、
一
八
四
八
（
弘
化
四
）
年
、
迎
え
ら
れ
て
奥
野
家
を
嗣
ぐ
。
和
漢
学
、

仏
学
を
も
学
ぶ
中
で
、
奥
野
が
最
も
得
意
と
し
た
の
が
和
歌
で
あ
っ
た
。

竹
内
家
の
隣
人
で
あ
り
、
昌
綱
の
い
と
こ
お
ば
を
妻
と
し
た
歌
人
海う

ん

の野
遊

翁
（
幸
典
）
の
薫
陶
を
受
け
、
寛
永
寺
出
仕
時
も
、
そ
の
才
を
存
分
に
発

揮
し
た
。

　

奥
野
に
よ
れ
ば
、
遊
翁
は
「
紀
貫
之
を
非
常
に
尊
ん
だ
物
で
食
後
は
必

ず
貫
之
集
を
拝
吟
す
る
事
が
一
二
時
間
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
、
実
際
に

遊
翁
の
「
柳
園
歌
集
」
に
は
、
「
調
べ
」
を
唱
え
た
景
樹
に
倣
い
、
古
今

集
を
重
視
し
た
い
か
に
も
桂
園
派
ら
し
い
歌
が
並
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

梅
花
盛

　
　
　

 

行
き
か
へ
り
か
へ
り
み
れ
ど
も
梅
の
花
た
ゞ
白
雪
の
か
を
る
な
り

け
り

　

白
梅
を
白
雪
に
見
立
て
る
伝
統
に
則
り
な
が
ら
、
「
行
き
か
へ
り
か
へ

り
み
れ
ど
も
」
と
言
葉
を
重
ね
て
景
樹
歌
に
特
徴
的
な
「
動
画
の
よ
う
な

動
き
」
を
見
せ
（
注
５
）
、
盛
り
の
梅
を
「
白
雪
の
か
を
る
」
と
詠
む
清
新

な
表
現
に
よ
っ
て
、
「
調
べ
」
を
整
え
た
歌
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
、

　
　
　
　

も
の
へ
ま
か
り
け
る
道
に
て
梅
の
ち
り
し
け
る
を
み
て

　
　
　

 

梅
の
花
ち
れ
る
垣
ね
を
長
閑
な
る
日
か
げ
に
消
え
ぬ
雪
と
み
し
か
な

　

垣
根
に
散
る
梅
の
素
朴
な
小
景
を
、
先
の
歌
と
同
趣
の
伝
統
的
表
現

で
詠
み
な
が
ら
、
強
く
実
景
と
し
て
感
じ
さ
せ
る
点
で
、
「
た
だ
ご
と

歌
」
の
性
格
を
明
か
に
示
す
。
遊
翁
か
ら
引
き
継
が
れ
た
、
こ
の
よ
う

な
「
た
だ
ご
と
歌
」
の
方
法
論
が
、
受
洗
後
の
奥
野
に
お
い
て
、
自
己
の

信
仰
を
実
景
に
重
ね
な
が
ら
告
白
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
信
仰
告
白

（Confession
、
ク
レ
ド
）
」
を
超
え
て
「
告
白
（confession

）
」
で
あ

り
う
る
よ
う
な
、
長
歌
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。



― 37 ―

　

奥
野
の
長
歌
に
お
け
る
可
能
性
の
論
証
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
く
、
こ

こ
で
は
引
用
も
行
わ
な
い
。
本
稿
が
考
察
を
試
み
た
い
の
は
、
奥
野
の
盟

友
中
村
正
直
の
漢
詩
で
あ
る
。

　
　
　

Ⅲ

　

敬
宇
中
村
正
直
は
、
奥
野
の
九
歳
年
少
で
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年

生
ま
れ
、
一
七
歳
の
時
に
昌
平
坂
学
問
所
寄
宿
寮
に
入
る
。
奥
野
と
昌
平

黌
の
修
学
時
期
は
重
な
っ
て
い
な
い
。
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
、
留
学

生
取
締
役
の
「
儒
者
」
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
、
留
学
中
は
「
文
学
の

習
得
に
専
念
し
た
」（
注
６
）
。
幕
府
瓦
解
に
よ
り
、わ
ず
か
一
年
半
に
し
て
、

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
六
月
帰
国
。
失
意
の
中
、
徳
川
家
達
に
従
っ
て

駿
府
へ
移
住
、
静
岡
学
問
所
の
教
授
と
な
る
。
同
僚
の
Ｅ
・
Ｗ
・
ク
ラ
ー

ク
を
知
り
、
そ
の
聖
書
研
究
会
に
参
加
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
受

洗
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
間
、
『
西
国
立
志
編
』
（
一
八
七
〇
年
）
『
自

由
之
理
』
（
一
八
七
二
年
）
を
翻
訳
出
版
し
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
十

年
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
は
、「
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
離
れ
て
」
い
く
（
注

７
）
。
晩
年
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
接
近
し
、
儒
学
に
も
回
帰
し
、
Ｒ
・
Ｅ
・

エ
マ
ー
ソ
ン
に
最
も
深
く
傾
倒
し
た
。

　

敬
宇
と
奥
野
に
は
実
際
の
交
友
が
あ
る
。
『
略
伝
』
は
、
両
者
が
面
識

を
持
つ
に
至
っ
た
経
緯
を
詳
細
に
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か

の
状
況
証
拠
は
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
に
は
、
敬
宇
が
渡
英
し
た

際
の
留
学
生
の
中
に
林
桃
三
郎
（
董
三
郎
）
が
い
た
こ
と
で
あ
る
、
林
は
、

後
の
外
交
官
林
董た

だ
すで

、
ヘ
ボ
ン
塾
の
学
生
、
ヘ
ボ
ン
と
ヘ
ボ
ン
夫
人
ク
ラ

ラ
に
最
も
愛
さ
れ
た
一
人
で
も
あ
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
直
接
的
な
交
わ
り
が
生
じ
た
の
は
、
静
岡
学
問
所
の
教
授
と

し
て
招
聘
さ
れ
た
ク
ラ
ー
ク
（Edw

ard W
arren Clark

）
を
敬
宇
が

横
浜
に
迎
え
た
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
一
月
直
後
で
あ
ろ
う
。
そ
の

年
は
、
奥
野
が
ヘ
ボ
ン
の
日
本
語
教
師
に
な
っ
た
年
で
あ
り
、
一
一
月
に

ヘ
ボ
ン
が
上
海
に
渡
っ
た
た
め
、
奥
野
は
ブ
ラ
ウ
ン
の
助
手
と
な
っ
て
い

る
。
翌
年
、
ブ
ラ
ウ
ン
邸
の
隣
、
改
革
派
宣
教
師
Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ
の
自
邸
に
、

米
国
婦
人
一
致
伝
道
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
メ
ア
リ
ー
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン

ら
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
る
と
、

敬
宇
は
親
族
を
託
し
て
い
る
（
注
８
）
。
奥
野
は
同
年
七
月
に
ブ
ラ
ウ
ン
よ

り
洗
礼
を
受
け
て
い
る
が
、
敬
宇
は
六
月
に
大
蔵
省
翻
訳
局
長
に
任
じ
ら

れ
、
東
京
へ
移
転
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
伝
道
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ

た
奥
野
は
、
共
立
女
学
校
（
前
出
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム

の
後
身
）
で
も
説
教
を
行
っ
て
い
る
。
『
略
伝
』
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
七
（
明

治
一
〇
）
年
に
奥
野
が
東
京
麹
町
教
会
牧
師
と
な
っ
て
後
、
自
宅
で
説
教

会
を
行
っ
て
い
る
と
、
敬
宇
が
勝
手
口
よ
り
静
か
に
入
り
、
説
教
が
終
了

す
る
と
人
知
れ
ず
立
ち
去
っ
た
り
な
ど
と
い
う
仲
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
漢

訳
聖
書
の
訓
点
以
来
、
博
士
と
親
し
く
交
際
往
来
し
て
」
（
一
一
〇
頁
）

い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
奥
野
が
訓
点
を
施
し
た
『
格
物
探
源
』
に
敬

宇
は
序
を
寄
せ
て
い
る
（
注
９
）
。

　

『
略
伝
』
に
は
、
ま
た
、
敬
宇
の
臨
終
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

　
　

 　

明
治
二
十
四
年
六
月
、
博
士
（
注
：
敬
宇
）
の
病
に
侵
さ
る
ゝ
や
、

先
生
（
注
：
奥
野
）
之
を
病
床
に
訪
ひ
、
信
仰
の
言
を
以
て
之
を
慰

問
し
た
。
其
時
博
士
は
先
生
に
向
ひ
、
つ
く
づ
く
其
所
懐
を
披
瀝
し

て
、
「
奥
野
さ
ん
。
貴あ

な

た下
は
善
い
務
を
得
た
者
で
あ
る
。
余
の
ご
と
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き
は
四
文
八
文
の
帳
面
付
け
に
異
ら
な
い
」
と
曰
つ
た
さ
う
で
あ
る
。

実
に
「
烏
の
将
に
死
な
ん
と
す
る
や
、
其
声
や
哀
し
く
、
人
の
将
に

死
な
ん
と
す
る
や
、
其
言
や
善
」
い
の
で
あ
る
。
絶
世
の
碩
儒
敬
宇

博
士
の
此
一
言
は
、
世
人
の
宜
し
く
傾
聴
す
べ
き
所
で
あ
ら
う
。
其

六
日
病
の
漸
く
革あ

ら
た
まら

ん
と
す
る
由
を
聞
い
て
、
先
生
は
直
に
之
に
赴

き
、
博
士
の
耳
に
口
つ
け
、
神
に
祈
つ
て
別
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
博

士
は
堅
く
先
生
の
手
を
握
つ
て
、
暫
時
之
を
放
さ
な
か
つ
た
さ
う
で

あ
る
。
斯
く
て
翌
七
日
に
至
り
、
博
士
は
遂
に
溘
然
と
し
て
世
を
去

つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
一
一
一
頁
）

　

二
人
の
誠
実
な
交
わ
り
を
暗
示
し
て
、
感
動
的
な
逸
話
で
も
あ
る
が
、

見
方
を
変
え
れ
ば
、
両
者
の
差
異
を
表
わ
し
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
奥
野

が
晩
年
の
す
べ
て
を
伝
道
に
注
ぎ
信
仰
に
生
き
て
終
わ
っ
た
の
に
対
し
、

敬
宇
が
、
受
洗
後
も
教
義
へ
の
疑
念
を
拭
え
ず
、
信
仰
と
は
不
即
不
離
の

関
係
を
築
き
、
儒
学
者
的
立
場
を
生
涯
捨
て
去
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
の
帰
結
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

敬
宇
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
儒
教
を
媒
介
に
し

た
不
徹
底
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
10
）
。
敬
宇
の
キ

リ
ス
ト
教
理
解
に
お
け
る
欠
落
が
、
後
年
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
へ
の
接
近
を

促
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
世
代
の
違
い
や
洋
学
の
知
識
の
有
無
な

ど
は
無
視
で
き
な
い
も
の
の
、
昌
平
黌
で
学
ん
だ
奥
野
と
敬
宇
と
は
、
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
朱
子
学
的
解
釈
（
注
11
）
、

自

然
神
学
的
理
解
に
お
い
て
、
大
き
く
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
の
あ
ま
り
に
も
隔
た
っ
た
信
仰
の
あ
り
様
や
文
業
を
、
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。

　

こ
こ
で
は
、
敬
宇
の
翻
訳
漢
詩
を
中
心
に
、
敬
宇
の
〈
詩
〉
と
信
仰
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
敬
宇
の
〈
詩
〉
を
正
面
か
ら
論
じ
た
論
文
に
、
揖
斐
高
氏
「
詩
人
と
し

て
の
中
村
敬
宇
」（
注
12
）

と
野
山
嘉
正
氏
「
中
村
敬
宇―

宗
教
と
文
学―

」

（
注
13
）

と
が
あ
る
。

　

野
山
氏
は
、
留
学
出
発
時
の
詩
、
静
岡
時
代
に
書
か
れ
た
詩
、
ロ
ン
グ

フ
ェ
ロ
ー
の
訳
詩
を
中
心
に
分
析
し
、
と
り
わ
け
静
岡
で
失
意
の
内
に

あ
っ
た
敬
宇
の
鬱
屈
を
「
自
己
了
解
の
原
点
」
と
見
定
め
、
「
そ
れ
こ
そ

が
「
敬
宇
の
「
詩
」
に
他
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
一
方
で
、
後
半
生
に
は

「
伝
統
の
儒
学
と
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
と
の
幸
運
な
合
体
が
果
た
さ

れ
」
た
「
幸
福
な
統
一
感
に
包
ま
れ
て
い
た
」
中
で
、
「
平
易
な
散
文
を

展
開
し
て
」
い
る
も
の
の
、「
表
現
者
と
し
て
立
っ
た
詩
人
と
は
い
え
な
い
」

と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
。

　

野
山
氏
の
論
考
は
、
「
実
際
に
表
現
と
し
て
の
詩
を
推
進
し
て
い
っ
た

の
は
和
文
系
の
蘇
生
を
意
図
す
る
讃
美
歌
の
翻
訳
者
及
び
創
作
者
で
あ
っ

た
。
」
と
い
う
謎
め
い
た
一
文
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
想
定

さ
れ
て
い
る
の
は
初
期
の
讃
美
歌
に
関
わ
っ
た
複
数
の
固
有
名
で
あ
ろ
う

し
、
実
際
に
奥
野
が
「
和
文
系
の
蘇
生
を
意
図
0

0

」
し
て
い
た
か
ど
う
か
、

即
断
で
き
な
い
が
、
野
山
氏
の
脳
裏
に
奥
野
の
名
前
が
あ
っ
た
と
は
充
分

に
考
え
ら
れ
る
。
前
稿
な
ら
び
に
本
稿
の
課
題
の
一
つ
は
、
こ
の
残
さ
れ

た
疑
問
に
い
く
ら
か
で
も
応
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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Ⅳ

　

敬
宇
の
翻
訳
漢
詩
三
編
は
、
敬
宇
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
自
撰
漢
詩
集
『
敬

宇
詩
集
』（
注
14
）「
巻
二　

嶽
南
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
嶽
南
集
」
は
、

前
述
の
静
岡
移
住
時
代—

嶽
南
と
は
富
嶽
の
南—

の
詩
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
三
編
の
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
便
宜
上
番

号
を
付
す
。
）

　
　

①
「
普
魯
斯
詩　

訳
英
人
詩
意
」

　
　

②
「
僻
村
牧
師
歌　

訳
英
人
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
詩
意
」

　
　

③
「
打
鉄
匠
歌　

ロ
ン
グ
フ
エ
ル
ロ
ー
詩
」

　

こ
の
う
ち
②
③
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
揖
斐
高
氏
に
よ
る
翻
刻
・
注
釈

が
あ
っ
て
、
原
詩
の
作
者
名
・
作
品
名
・
出
典
文
献
は
、
あ
る
程
度
判
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
野
山
喜
正
氏
が
前
掲
論
文
で
③
の
原
詩
全
文
を
引
用

し
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
者
と
も
③
が
ど
の
文
献
に
よ
っ

て
い
る
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
②
と
③
は
、
敬

宇
が
明
示
し
た
作
者
名
と
訳
詩
の
内
容
か
ら
、
原
詩
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
敬
宇
が
拠
っ
た
文
献
資
料
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
も
多

い
の
で
あ
る
（
注
15
）
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
揖
斐
氏
の
注
釈
も
な
く
、
い
ま
だ
原
詩
も
判
明
し
て

い
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
新
た
な
調
査
結
果
も
示
し
つ
つ
、
考
察
を
行
い

た
い
と
思
う
。

　

管
見
の
限
り
で
、
①
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
久
保
忠
夫
氏
に
よ
る
「
中

村
正
直
訳
「
普
魯
斯
歌マ

マ

の
原
詩
」
「
中
村
正
直
訳
「
普
魯
斯
歌
」
の
原
詩

（
続
）
」
の
二
論
文
の
み
で
あ
る
（
注
16
）
。
久
保
氏
は
ま
ず
第
一
の
論
文
で
、

高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
が
、
こ
の
詩
を
「
普プ

ロ

シ

ア

魯
斯
の
詩
」
と
読
ん
で
き

た
こ
と
を
修
正
さ
れ
た
。
実
際
、
こ
の
基
本
文
献
が
「
プ
ロ
シ
ア
」
と
誤

読
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
詩
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
が
蜘
蛛
を
見
て
再
起
を
期
す
逸
話

を
基
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
内
容
上
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
久
保
氏
は
、「
普

魯
斯
」
が
「
プ
ロ
シ
ア
」
で
は
な
く
、
「
ブ
ル
ー
ス
」
、
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
王
ロ
バ
ー
ト
一
世
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
ス
（Robert the 

Bruce

）
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
三
七
〇
年
代
の

叙
事
詩John Barbour, The Brus

（The Bruce)

の
近
代
英
語
訳

G
eorge Eye Todd, The Bruce, 1907

を
検
討
の
上
、
そ
こ
に
は
こ

の
逸
話
が
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
正
直
が
拠
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
未
詳
と

し
て
お
く
。
」
と
さ
れ
た
。
第
二
論
文
で
は
、
松
村
昌
家
氏
の
助
力
を
得

て
、
こ
の
逸
話
が
古
伝
説
な
ど
で
は
な
く
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
に

よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
物
語Tales of a G

randfather, Being 
stories taken from

 Scotti H
istory, 1828

が
初
出
で
あ
る
ら
し
き

こ
と
を
突
き
止
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
敬
宇
の
詩
が
「
訳
英
人
詩
意
」
と

あ
る
の
に
、
こ
れ
が
詩
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
「
中
村
正
直
の

漢
詩
が
こ
れ
を
下
敷
き
に
し
て
出
来
た
と
い
い
切
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
」
、

「
ブ
ル
ウ
ス
と
蜘
蛛
伝
説
を
う
た
っ
た
詩
が
出
て
来
る
ま
で
、
ス
コ
ッ
ト

の
文
章
を
挙
げ
て
お
き
た
い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
な
お
久
保
氏
は
言

及
し
て
い
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
、
ス
コ
ッ
ト
の
同
書
が
成
蹊
大
学
図

書
館
中
村
正
直
文
庫
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。

　

ま
た
、
久
保
氏
の
論
文
の
後
に
発
表
さ
れ
た
揖
斐
氏
の
前
掲
論
文
で
は
、

「
こ
の
詩
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ブ
ル
ー
ス
と
い
う
王
を
詠
ん
だ
詩
の
漢

詩
訳
で
」
、
他
の
二
編
と
は
違
い
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
は
関
係
が
な
い
」
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と
さ
れ
、
そ
の
た
め
か
、
そ
れ
以
上
の
言
及
と
翻
刻
・
注
釈
は
な
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
敬
宇
の
拠
っ
た
原
詩
は
、Eliza Cook, Try 

Again
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
得
た
。
以
下
、
全
文
を
引
用
す
る
。

K
IN

G
 B

R
U

CE of Scotland flung him
self dow

n

／In a lonely 
m

ood to think ;
'Tis true he w

as m
onarch, and w

ore a crow
n,

／B
ut his 

heart w
as beginning to sink.

For he had been trying to do a great deed 

／To m
ake his 

people glad,
H

e had tried and tried, but couldn't succeed,

／A
nd so he 

becam
e quite sad.

H
e flung him

self dow
n in low

 despair,

／As grieved as m
an 

could be ;
A

nd after a w
hile as he pondered there,

／“I'll give it all 
up,”said he.

N
ow

 just at the m
om

ent a spider dropped,

／W
ith its silken 

cobw
eb clue,

A
nd the king in the m

idst of his thinking stopped

／To see 
w

hat the spider w
ould do.

'Tw
as a long w

ay up to the ceiling dom
e,

／And it hung by a 

rope so fine,
That how

 it w
ould get to its cobw

eb hom
e,

／K
ing B

ruce 
could not divine.

It soon began to cling and craw
l

／Straight up w
ith strong 

endeavour,
But dow

n it cam
e, w

ith a slipping spraw
l,

／As near to the 
ground as ever.

U
p, up it ran, not a second it stayed,

／To utter the least 
com

plaint,
Till it fell still low

er, and there it laid,

／A little dizzy and 
faint.

Its head grew
 steady—

again it w
ent,

／And travelled a half 
yard higher,
'Tw

as a delicate thread it had to tread,

／A
nd a road w

here 
its feet w

ould tire.

A
gain it fell and sw

ung below
,

／B
ut again it quickly 

m
ounted,

Till up and dow
n, now

 fast, now
 slow

,

／N
ine brave 

attem
pts w

ere counted.

“Sure,”cried the king,“that foolish thing

／W
ill strive no 
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m
ore to clim

b,
W

hen it toils so hard to reach and cling,

／A
nd tum

bles 
every tim

e.”

B
ut up the insect w

ent once m
ore,

／Ah m
e, 'tis an anxious 

m
inute,

H
e's only a foot from

 his cobw
eb door,

／O
h, say w

ill he lose 
or w

in it!

Steadily, steadily, inch by inch,
／H

igher and higher he got,
A

nd a bold little run at the very last pinch,

／Put him
 into 

his native spot.

“B
ravo, bravo !”the king cried out,

／“A
ll honour to those 

w
ho try,

The spider up there defied despair,

／H
e conquered, and 

w
hy shouldn't I?”

A
nd B

ruce of Scotland braced his m
ind,

／And gossips tell 
the tale,
That he tried once m

ore as he tried before,

／And that tim
e 

he did not fail.

P
ay goodly heed, all you w

ho read,

／A
nd bew

are of 
saying,“I can't,”

'Tis a cow
ardly w

ord, and apt to lead

／To Idleness, Folly 
and W

ant.

W
henever you find your heart despair

／O
f doing som

e 
goodly thing,
C

on over this strain, try bravely again,

／A
nd rem

em
ber 

the Spider and K
ing.

　

最
後
の
二
連
で
は
、
読
者
に
向
か
い
、
こ
の
逸
話
か
ら
引
き
出
さ
れ
る

教
訓
を
語
っ
て
終
わ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
を
収
録
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に

は
、
次
の
よ
う
な
前
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
注
17
）
。

　
　

 “K
IN

G
 R

O
B

E
R

T B
R

U
C

E
, being out on an expedition 

to reconnoitre the enem
y, had occasion to sleep at 

night in a barn. In the m
orning, still reclining his 

head on a pillow
 of straw, he beheld a spider clim

bing 
up a beam

 of the roof. The insect fell to the ground, 
but im

m
ediately m

ade a second essay to ascend. This 
attracted the notice of the hero, w

ho, w
ith regret, saw

 
the spider fall a second tim

e from
 the sam

e em
inence. 

It m
ade a third unsuccessful attem

pt. N
ot w

ithout a 
m

ixture of concern and curiosity, the m
onarch tw

elve 
tim

es beheld the insect baffled in its aim
; but the 

thirteenth essay w
as crow

ned w
ith success. It gained 

the sum
m

it of the barn, and the king, starting from
 

his couch, exclaim
ed,‘This despicable insect has taught 

m
e perseverance! I w

ill follow
 its exam

ple. H
ave I not 
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been tw
elve tim

es defeated by the enem
y's superior 

force? O
n one fight  m

ore hangs the independence of 
m

y country!’In a few
 days his anticipations w

ere fully 
realized, by the glorious result, to Scotland, of the Battle 
of B

annockburn.”—
 G

oodrich's Fireside Education.

　

こ
の
前
文
は
、Sam

uel G
risw

old G
oodrich, Goodrich's Fireside 

Education
(1838

頃
か)
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
が
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
グ

リ
ス
ウ
ォ
ル
ド
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
は
、
筆
名
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
レ
ー
（Peter 

Parley

）
の
方
が
、
『
万
国
史
』
（1837

）
の
著
者
と
し
て
明
治
日
本
で

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
前
文
は
解
説
文
と
し
て
も
機
能
し
て
い
て
、

仮
に
ロ
バ
ー
ト
一
世
に
関
す
る
知
識
が
な
く
と
も
、
理
解
の
一
助
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

「
普
魯
斯
詩
」
の
全
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

普
魯
斯
詩　

訳
英
人
詩
意

　
　

 

蘇
国
昔
有
王
。
名
曰
普
魯
斯
。
屡
與
隣
国
戦
。
頻
興
三
軍
師
。
王
頗

矜
血
気
。
先
士
卒
指
麾
。
独
奈
時
運
否
。
屡
敗
軍
大
虧
。
一
日
歩
虚
廊
。

太
息
復
沈
思
。
既
曰
可
以
已
。
戦
不
可
復
為
。
察
其
言
外
意
。
勢
力

既
凋
衰
。
縦
我
尽
人
力
。
奈
敵
得
天
時
。
偶
有
墜
前
者
。
小
蟲
抱
細
糸
。

認
知
是
蜘
蛛
。
自
空
梁
而
堕
。
地
板
至
屋
頂
。
其
室
是
遠
而
。
可
得

再
上
否
。
王
不
能
推
知
。
小
蟲
忽
転
動
。
爬
上
䠤
䠤
遅
。
其
縄
甚
幼
細
。

手
足
緊
緊
持
。
形
小
膽
則
大
。
将
高
而
忽
卑
。
或
中
途
失
脚
。
地
下

仍
委
蛇
。
或
既
近
網
戸
。
如
不
甚
相
離
。
一
落
俄
千
丈
。
前
功
致
難
追
。

毎
試
而
毎
敗
。
鼓
勇
力
不
羸
。
王
算
至
九
跌
。
見
渠
体
似
痿
。
渠
欲

已
也
夫
。
王
代
為
嘆
噫
。
豈
知
気
稍
蘇
。
一
回
又
登
危
。
王
目
不
暇
瞬
。

観
之
忍
嚘
吚
。
一
寸
又
一
寸
。
漸
上
近
罘
罳
。
料
其
力
可
達
。
一
躍

得
其
棲
。
王
感
嘆
而
叫
。
曰
大
奇
大
奇
。
偉
勲
与
栄
明
。
堅
忍
者
得
之
。

渠
既
打
贏
過
。
我
豈
不
及
伊
。
王
由
是
発
憤
。
調
兵
堅
旌
旗
。
此
回

始
勝
敵
。
大
得
廓
辺
陲
。
所
以
志
応
堅
。
成
事
実
有
茲
。
一
蹶
轍
沮

者
。
曷
不
誦
此
詩
。

　

 　

（
蘇
国　

昔　

王
有
り
／
名
を
普ぶ

る

う

す

魯
斯
と
曰
ふ
／

屡
し
ば
し
ば

隣
国
と
戦
ひ
／

頻
り
に
三
軍
師
を
興
す
／
王　

頗
る
血
気
を
矜ほ

こ

り
／
士
卒
の
指し

き麾
を
先

ん
ず
る
／
独ひ

と

り
時
運
に
否
ざ
る
の
み
を
い
か
ん
／

屡
し
ば
し
ば

軍
さ
に
敗
れ
大

い
に
虧か

く
／
一
日
虚
廊
を
歩
み
／
太
息
し
復ま

た
沈
思
す
／
既
に
し
て
曰

ふ　

以
て
已
む
可
し
／
戦
さ
復
す
べ
か
ら
ざ
る
や
と
／
そ
の
言
外
の
意

を
察
す
る
に
／
勢
力
既
に
凋
衰
す
／
縦
ひ
我
人
力
を
尽
く
す
と
も
／
敵

の
天
時
を
得
る
を
い
か
ん
／

偶
た
ま
た
ま

前
に
墜お

つ

る
者
有
り
／
小
蟲
細
絲
を
抱

く
／
是
れ
蜘
蛛
な
ら
ん
と
認
知
す
／
自
ら
空
に
梁
し
て
堕お

つ
／
地
板
よ

り
屋
頂
に
至
る
／
そ
の
室
は
是
れ
遠
く
／
再
び
上
り
得
べ
け
ん
や
否
や

／
王　

推
知
す
る
能
わ
ず
／
小
蟲
忽
ち
転
動
／
爬は

ひ
上
る
こ
と
䠤た

た䠤
と

し
て
遅
し
／
そ
の
縄
甚
だ
幼
細
／
手
足
緊
緊
と
し
て
持
つ
／
形
小
に
し

て
膽
則
ち
大
／
将
に
高
か
ら
ん
と
し
て
忽
卑
／
或
ひ
は
中
途
に
し
て
失

脚
／
地
の
下
に
て
仍

し
き
り

に
委
蛇
た
り
／
或
ひ
は
既
に
網
戸
に
近せ

ま

り
／
相
ひ

離
れ
ざ
る
が
如
し
／
一
落
俄
か
に
千
丈
／
前
功
追
ひ
難
し
と
致
す
／
毎つ

ね

に
試
み
て
毎
に
敗
れ
ど
も
／
勇
力
を
鼓こ

し
て
羸よ

わ

ら
ず
／
王　

算か
ぞ

ふ
る
こ

と
九
跌
に
至
る
／
渠か

れ

の
体
痿な

へ
る
に
似
る
を
見
る
／
渠　

已
む
こ
と
を

欲
す
る
か
／
王　

嘆た

ん

い噫
を
為
す
に
代
ふ
／
豈
に
気
の
稍や

や

蘇
へ
る
を
知
ら

ん
や
／
一
回
又
た
登
る
も
危
し
／
王
の
目　

暇
い
と
ま

も
瞬
か
ず
／
之
を
観
て

嚘ゆ

う

い吚
す
る
を
忍
ぶ
／
一
寸
又
た
一
寸
／
漸
く
罘ふ

し罳
近
く
上
り
／
其
の
力

の
達
す
べ
き
を
料は

か

る
／
一
躍
其
の
棲

す
み
か

を
得
／
王　

感
嘆
し
て
叫
ぶ
／
曰

く　

大
奇
大
奇
／
偉
勲
と
栄
明
と
／
堅
忍
は
之
を
得
／
渠　

既
に
打
ち
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贏か

ち
て
過さ

る
／
我
豈
に
伊か

れ

に
及
ば
ざ
ら
ん
や
／
王
是
に
由
て
発
憤
／
兵

を
調
へ
旌せ

い

き旗
を
堅
く
す
／
此
の
回た

び

始
め
て
敵
に
勝
つ
／
大
い
に
辺へ

ん
す
い陲

を

廓は

る
を
得
／
志
は
応
に
堅
く
す
べ
き
所
以
／
事
実
は
茲
に
有
り
と
成
す

／
一い

っ
け
つ蹶

轍た
ち
まち

沮ひ
る

む
者
／
曷な

ん

ぞ
此
の
詩
を
誦
ま
ざ
る

　

と
り
わ
け
冒
頭
部
の
「
先
士
卒
指
麾
」
な
ど
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る

内
容
が
原
詩
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
前
文
の
「being out on 

an expedition to reconnoitre the enem
y

敵
を
偵
察
す
る
た
め
に

遠
征
し
て
い
た
時
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

Try Again

そ
の
も
の
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
「
勢
力
既
凋
衰
。
縦

我
尽
人
力
。
奈
敵
得
天
時
。
偶
有
墜
前
者
。
小
蟲
抱
細
糸
。
認
知
是
蜘

蛛
。
」

と
「H

e flung him
self dow

n in low
 despair, As grieved 

as m
an could be ; And after a w

hile as he pondered there, “I'll 
give it all up,”said he. 

／N
ow

 just at the m
om

ent a spider 
dropped, W

ith its silken cobw
eb clue, A

nd the king in the 
m

idst of his thinking stopped To see w
hat the spider w

ould 
do. 

／'Tw
as a long w

ay up to the ceiling dom
e, And it hung 

by a rope so fine,

」
と
で
、
王
の
意
気
消
沈
し
た
姿
、
蜘
蛛
が
「dropped
」

＝
「
偶
有
墜
前
者
」
、
「a rope so fine

」
＝
「
抱
細
糸
」
の
対
応
は
明

ら
か
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
続
く
連
で
も
、
蜘
蛛
の
描
写
や
、
「Steadily, 

steadily, inch by inch, H
igher and higher he got, And a bold 

little run at the very last pinch, Put him
 into his native 

spot.

」
＝
「
一
寸
又
一
寸
。
漸
上
近
罘
罳
。
料
其
力
可
達
。
一
躍
得
其
棲
。
」
、

「“B
ravo, bravo !”the king cried out, “All honour to those w

ho 
try, The spider up there defied despair, H

e conquered, and 
w

hy shouldn't I?”

」
王
感
嘆
而
叫
。
曰
大
奇
大
奇
。
偉
勲
与
栄
明
。
堅

忍
者
得
之
。
」
と
の
照
応
な
ど
を
確
認
す
る
限
り
で
、
「
詩
意
」
の
「
訳
」

で
あ
る
と
い
う
断
り
書
き
を
越
え
て
、
直
訳
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ

ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
原
詩
の
最
後
の
二
連
と
同
じ
く
、
読
者
に
向
け

た
教
訓
的
呼
び
か
け
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
のTry 

Again

を
原
詩
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
問
題
は
そ
の
先

に
ま
だ
あ
る
。
『
敬
宇
詩
集
』
に
わ
ず
か
三
編
し
か
存
在
し
て
い
な
い
翻

訳
詩
の
一
つ
が
、
こ
の
「
普
魯
斯
詩
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
な
の
か
。

　

た
し
か
に
、
詩
の
執
筆
時
と
『
敬
宇
詩
集
』
を
自
撰
し
た
時
と
が
異
な

る
の
だ
か
ら
、
実
際
に
は
三
編
以
外
に
も
翻
訳
詩
が
存
在
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
三
編
に
当
時
の
心
境
が
余
す
と
こ
ろ
な
く

語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
即
断
は
で
き
な
い
。
取
捨
選
択

し
た
際
の
、
い
う
な
れ
ば
後
半
生
を
振
り
返
っ
た
時
の
、
感
慨
こ
そ
を
読

み
取
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
し
た
種
々
の
問
題
を
一
時
に
解
決
す
る
だ
け
の
判
断
材
料
を
、
筆

者
は
目
下
の
と
こ
ろ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、こ
の
「
普

魯
斯
詩
」
に
は
、
敬
宇
の
あ
る
一
面
が
明
瞭
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

野
山
氏
の
前
掲
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
敬
宇
の
詩
に

は
、
「
落
魄
感
」
や
「
敗
残
の
趣
」
を
伝
え
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
「
普
魯
斯
詩
」
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
絶

望
を
振
り
払
い
再
起
す
る
ロ
バ
ー
ト
一
世
に
託
し
て
、
幕
府
の
倒
壊
に
よ

り
失
意
の
中
で
帰
国
、
静
岡
に
移
住
し
、
妻
の
実
家
に
仮
寓
せ
ざ
る
を
得

な
い
ほ
ど
逼
迫
し
た
状
況
に
お
い
て
な
お
、
自
己
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と

す
る
敬
宇
自
身
の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
伝
記
的
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
静
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岡
の
地
で
明
治
期
最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一
つ
『
西
国
立
志
編
』
を
出

版
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
は
大
蔵
大
輔
井
上
馨
か
ら
勝
安
芳
（
海

舟
）
と
大
久
保
一
翁
を
通
じ
て
招
か
れ
大
蔵
省
翻
訳
御
用
を
務
め
る
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
同
人
社
を
設
立
、
明
六
社
に
参
加
、
東
京
女
子
師
範
学

校
摂
理
、
東
京
大
学
教
授
等
を
歴
任
な
ど
、
名
実
と
も
に
新
時
代
の
教
育

家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
敬
宇
の
漢
詩
に
お
い
て
、
奥
野
の
和
歌
と
は
違
い
、
信
仰

が
直
接
詠
ま
れ
る
こ
と
が
つ
い
に
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

敬
宇
は
、
東
京
へ
移
っ
た
後
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
一
二
月
、
カ

ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ク
ラ
ン
よ
り
洗
礼
を
受

け
る
。
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
て
以
来
、
西
洋
文
明
の
精
神
的
支
柱
と
信
じ

た
は
ず
の
信
仰
へ
自
ら
も
身
を
投
じ
、
晩
年
に
は
教
会
か
ら
離
れ
自
由
神

学
的
立
場
に
立
っ
た
と
は
い
え
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
著
作
も
残
し
た

敬
宇
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詩
と
い
う
か
た
ち
で
そ
れ
を
詠
わ
な
か
っ

た
の
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
か
。

　

揖
斐
氏
は
、
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
昌
平
黌
で
学
び
、
さ
ら
に
は
佐
藤

一
斎
に
師
事
し
て
陽
明
学
の
要
素
も
あ
る
敬
宇
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
本

質
は
や
は
り
朱
子
学
で
あ
っ
て
、
そ
の
詩
文
観
も
ま
た
朱
子
学
的
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
「
敬
宇
の
詩
が
叙
情
性
に
乏
し
く
、
叙
事
性
に
勝
っ
て
い

る
の
は
」
、
例
え
ば
「
新
選
三
体
詩
序
」
（
『
敬
宇
文
集
』
巻
一
四
）
で
敬

宇
が
「
漢
詩
作
者
が
手
本
と
す
べ
き
は
、
『
詩
経
』
と
杜
甫
・
韓
愈
・
蘇
軾
・

陸
游
」
と
述
べ
て
い
て
、
そ
れ
は
彼
ら
が
い
ず
れ
も
「
危
機
的
な
状
況
に

あ
っ
て
「
言
志
」
の
詩
を
詠
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
社
会
派
の
詩
人
で
あ
っ
た
」

か
ら
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
朱
子
学
的
な
詩
文
観
の
江
戸
期
に
お
け
る
変
遷
を
、
野
口
武
彦
氏

は
以
下
の
よ
う
に
概
括
す
る
。
朱
子
の
詩
文
観
に
お
い
て
は
、
「
天
理
」

ま
た
は
「
道
理
」
の
観イ

デ

ー念
が
人
間
存
在
を
超
越
的
に
原
理
づ
け
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
文
学
と
い
う
も
の
の
心
的
動
機
と
い
う
べ
き
自
己
存
在
へ
の
関

心
が
顕
現
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
、
寛
政
朱
子
学
の
内
部
に
お
け

る
「
道
」
「
理
」
の
超
越
的
性
格
の
動
揺
に
則
し
て
「
文
学
的
関
心
」
が

自
立
し
て
く
る
、と
（
注
18
）
。
言
い
換
え
れ
ば
、
朱
子
学
的
な
詩
文
観
に
あ
っ

て
も
、
自
己
存
在
を
注
視
し
た
り
表
白
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

先
に
、
「
普
魯
斯
詩
」
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
再
起
し
て
公
の
世
界

へ
帰
還
し
よ
う
と
す
る
敬
宇
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
と
対
蹠
的
に
、
敗
残
の

「
心
境
を
率
直
に
伝
え
る
も
の
」
（
野
山
）
が
同
時
期
の
詩
に
見
ら
れ
る
と

指
摘
し
た
。
後
者
は
、
「
有
感　

帰
自
英
国
寓
婦
翁
家
」
と
題
さ
れ
た
詩

中
の
「
処
世
如
旅
寓
／
百
物
非
真
有
…
…
天
名
応
順
受
／
吾
生
似
浮
萍
／

那
能
謀
長
久
」
と
い
う
表
現
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
〈
隠
逸
〉
の
思
想

に
直
結
す
る
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
再
起
す
る
前
の
ロ
バ
ー
ト
一
世
の
姿

が
敗
残
の
敬
宇
に
重
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
対
蹠
的
で
あ
る
と
同

時
に
、
通
底
す
る
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

　

神
楽
岡
昌
俊
氏
に
よ
れ
ば
、「
隠
者
」
と
い
う
語
は
古
く
「
論
語
」
に
見
え
、

「
隠
逸
」
と
い
う
語
が
初
め
て
見
え
る
の
は
「
後
漢
書
」
「
何
武
伝
」
で
あ

る
と
い
う
。
「
隠
逸
」
は
、
そ
の
社
会
的
動
機
と
し
て
「
世
俗
の
虚
偽
な

生
活
に
対
す
る
反
感
」
、
「
官
僚
生
活
に
お
け
る
裏
面
の
汚
濁
」
か
ら
の
逃

走
が
あ
り
、
そ
の
典
型
の
一
つ
と
し
て
、
陶
淵
明
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
い

わ
ゆ
る
出
家
で
は
な
く
、
帰
田
園
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
田
園
に
、
家
に

帰
っ
た
」
、
す
な
わ
ち
帰
去
し
た
と
概
括
さ
れ
る
（
注
19
）
。
こ
う
し
た
古
代

か
ら
の
〈
隠
逸
〉
思
想
は
、
か
た
ち
を
変
え
つ
つ
、
江
戸
詩
壇
に
も
確
か
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に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

揖
斐
高
氏
の
「
柏
木
如
亭
論
序
説
」（
注
20
）
は
、
高
岡
秀
成
に
お
い
て
「
解

得
陶
潜
帰
去
嘆
」
（
解
し
得
た
り
陶
潜
の
帰
去
の
嘆
き
、
『
酔
月
楼
余
稿
』

「
自
遺
」
）
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
こ
に
「
志
を
実
践
す
る
場
を
得
な
い

た
め
の
、
い
わ
ば
強
い
ら
れ
た
沈
黙
」
、
「
経
世
の
学
へ
の
消
滅
を
意
味
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
沈
黙
、
「
「
官
途
」
→
「
帰
去
（
＝
隠
）
的
な
発

想
」
が
読
み
取
れ
る
と
し
て
い
る
。
揖
斐
氏
の
論
文
の
趣
旨
は
、
む
し
ろ

こ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
柏
木
如
亭
の
〈
黙
〉
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
に
代
表
さ
れ
る
〈
隠
逸
〉
思
想
の
連
続
性
だ

け
を
確
認
で
き
れ
ば
い
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
近
代
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
齋
藤
希
史
氏
は
、
公
的
世
界
を
支
え
る
精
神
と
「
士
人
的
エ
ト
ス
」
、「
俗

塵
を
忌
避
し
、
清
談
を
好
」
む
「
文
人
的
エ
ト
ス
」
と
に
整
理
し
、
明

治
の
知
識
人
も
ま
た
、
文
人
的
エ
ト
ス
に
支
え
ら
れ
て
、
「
公
か
ら
離
れ

た
私
の
世
界
を
語
る
」
漢
詩
を
志
向
し
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
21
）
。

本
稿
に
即
し
て
み
れ
ば
、
「
普
魯
斯
詩
」
は
前
者
に
、
「
有
感
」
に
見
ら
れ

る
心
境
は
後
者
に
、
該
当
す
る
。

　

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
別
の
翻
訳
詩
、
②
「
僻
村
牧
師
歌　

訳
英
人
ゴ
ー

ル
ド
ス
ミ
ス
詩
意
」
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
あ
く
ま
で
も
「
僻
村
」
＝

「The D
eserted Village

」
に
お
い
て
、
貧
困
の
中
に
あ
り
な
が
ら
「
臭

穢
の
丐
子
」
＝
「beggar

」
で
す
ら
「
賓
客
」
＝
「his guest

」
と
す

る
よ
う
な
牧
師
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
な
お
そ
れ
が
敬
宇
自
身
の
信
仰

の
告
白
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
理
由
が
見
て
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
表

現
さ
れ
る
「
信
仰
」
の
か
た
ち
が
、
結
局
、
隠
者
の
姿
に
、
〈
隠
逸
〉
の

思
想
に
収
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

奥
野
と
敬
宇
の
差
異
と
は
、
個
人
史
的
に
は
信
仰
の
差
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
、
眼
前
の
不
条
理
を
信
じ
る
か
否
か
で
あ
り
、

社
会
学
的
把
握
で
い
え
ば
、
〈
超
越
／
内
在
〉
（
ニ
コ
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
『
宗
教
社
会

学
』
）

の
ア
ポ
リ
ア
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
宗
教
の
核
心
に
触
れ
る
問
題
で
あ

る
。
だ
が
、
一
方
で
そ
れ
は
、
詩
心
の
発
露
の
違
い
で
あ
り
、
和
歌
と
漢

詩
の
系
譜
に
由
来
す
る
詩
形
の
違
い
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

注
（
１ 

）
「
和
歌
と
ロ
ゴ
ス―

ヘ
ボ
ン
訳
聖
書
に
お
け
る
歌
人
」
、
「
国
語
と

国
文
学
」
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
令
和
六
年
九
月
、
一
一
九
八

号
、
第
一
〇
〇
巻
第
九
号
。

（
２ 

）
言
葉
に
は
不
思
議
な
力
が
宿
る
と
す
る
言
霊
思
想
が
、
日
本
に
は
、

古
来
よ
り
現
代
ま
で
存
在
す
る
、
と
い
う
常
識
的
で
辞
書
的
な
説
明

に
対
し
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
否
定
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い

る
。
仮
に
こ
れ
が
自
然
な
発
想
だ
と
し
た
ら
、
た
と
え
ば
一
六
世
紀

の
キ
リ
シ
タ
ン
文
書
の
中
に
も
そ
れ
が
見
出
さ
れ
て
不
思
議
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
用
例
は
存
在
し
な
い
。
そ
も
そ
も
「
言

霊
」
と
い
う
用
語
は
、
万
葉
集
中
に
わ
ず
か
三
例
し
か
な
い
言
葉
で

あ
り
、
宣
教
の
対
象
で
あ
っ
た
一
六
世
紀
の
民
衆
が
使
い
得
な
い
古

語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
難
解
な
原
語
に
あ
て
る
必
要
性
は
、

な
い
。
佐
々
木
隆
『
言
霊
と
は
何
か
』
は
、
上
代
の
「
言
霊
」
は
神

だ
け
に
属
す
る
言
葉
の
威
力
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
辞
書
的

な
説
明
は
、
「
近
世
の
国
粋
主
義
者
た
ち
が
理
念
的
に
作
り
上
げ
た
言

語
観
の
影
響
を
受
け
た
も
の
」
と
す
る
（
二
〇
一
三
年
八
月
、
中
公

新
書
、
二
二
一
頁
）
。
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（
３ 

）
漢
訳
聖
書
に
お
け
る
「
ロ
ゴ
ス
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
（
注
１
）
を
参
照
。

日
本
で
宣
教
師
た
ち
が
用
い
た
漢
訳
聖
書
は
、
い
く
つ
か
の
改
訂
版

は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
二
種
類
で
あ
る
。
一
つ
は
、
一
九
世
紀
前

半
に
中
国
で
布
教
活
動
を
行
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
訳
の
『
神

天
聖
書
』（
一
八
二
三
年
、『
新
遺
詔
書
』〔
一
八
一
三
〕
と
『
旧
遺
詔
書
』

〔
一
八
二
三
〕
の
合
冊
）
、
も
う
一
つ
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
＝
カ
ル
バ
ー

ト
ソ
ン
訳
の
『
新
旧
約
全
書
』（
一
八
六
四
年
、『
新
約
全
書
〔
一
八
五
九
〕

と
『
旧
約
全
書
』
〔
一
八
六
二
、
六
三
・
六
四
年
説
も
あ
る
〕
の
合
冊
）

で
あ
る
（
塩
山
正
純
『
初
期
中
国
語
訳
聖
書
の
系
譜
に
関
す
る
研
究
』
、

一
五
三
、
四
三
六
頁
）
。
ま
た
、
「Chinese 　

Repository

」
の
諸
論

文
に
つ
い
て
も
（
注
１
）

を
参
照
。

（
４
）
一
九
九
六
年
七
月
、
大
空
社
。

（
５
）
岡
本
聡
『
香
川
景
樹
』
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
笠
間
書
院
、
五
九
頁
。

（
６
） 

高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
、
一
九
九
六
年
九
月
、
吉
川
弘
文
館
、

四
五
頁
。

（
７
）
高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
、
二
一
八
頁
。

（
８
）
高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
、
八
七
頁
。

（
９ 

）
韋

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

廉
臣
著
、
熊
野
与
訓
点
、
奥
野
昌
綱
校
訂
、
一
八
七
八
年
一
〇

月
、
十
字
屋
。
熊
野
与
は
横
浜
バ
ン
ド
の
一
員
熊
野
雄
七
の
父
で
あ
る
。

訓
点
者
と
し
て
複
数
の
キ
リ
ス
ト
教
書
に
名
が
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
の

元
で
学
ん
で
い
た
雄
七
と
の
関
係
を
通
し
て
、
知
己
を
得
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
『
略
伝
』
に
は
『
格
物
探
源
』
の
訓
点
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 
  
 

或
日
曜
日
の
朝
、
例
の
如
く
ペ
テ
ロ
の
悔
改
に
就
い
て
、
熱
心
に

心
を
込
め
て
説
教
し
た
。
会
堂
の
前
に
は
、
故
熊
野
亨
堂
（
名
与
）

翁
が
、
是
亦
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
之
を
謹
聴
し
て
居
つ
た
。
翁
は
故

雄
七
氏
の
父
で
あ
つ
て
、
漢
学
の
造
詣
が
深
か
つ
た
。
…
…
先
生
が

格
物
探
源
に
訓
点
を
施
す
と
き
に
は
、
翁
も
亦
其
相
談
に
預
り
、
相

共
に
之
を
訓
読
し
て
、
互
に
其
文
章
の
妙
味
を
語
り
合
ひ
、
之
を
出

版
す
る
と
き
に
は
、
翁
自
ら
其
名
を
署
し
て
、
之
が
校
閲
の
責
に
任

じ
た
。
故
に
基
督
教
の
こ
と
は
一
通
り
之
を
領
会
し
て
居
つ
た
け
れ

ど
、
未
だ
其
信
仰
を
表
白
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。
（
九
九
頁
）

（
10 
）
小
泉
仰
「
中
村
敬
宇
と
キ
リ
ス
ト
教
」
、
比
較
思
想
史
研
究
会
編
『
明

治
思
想
家
の
宗
教
観
』
所
収
、
一
九
七
五
年
五
月
、
大
蔵
出
版
。

（
11 
）
敬
宇
の
師
で
陽
明
学
を
も
修
め
て
い
た
佐
藤
一
斎
が
昌
平
黌
の
儒

官
と
な
っ
た
の
は
一
八
四
一
（
天
保
一
二
）
年
で
、
奥
野
と
は
入
れ

替
わ
り
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
田
愛
「
中
村
敬
宇
」
（
『
幕

末
維
新
期
の
文
学
』
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
、
法
政
大
学
出
版
）
が
、

敬
宇
の
教
養
が
「
朱
子
学
的
と
規
定
す
る
に
は
微
妙
す
ぎ
る
」
と
し
、

揖
斐
高
氏
（
注
12
）

は
「
陽
明
学
的
な
要
素
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
よ

う
だ
が
、
基
本
的
に
は
朱
子
学
だ
っ
た
」
と
す
る
。
本
稿
は
後
者
に

従
う
。

（
12 
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
第
二
巻　

漢
詩
文
集
』
、

二
〇
〇
四
年
三
月
、
岩
波
書
店
、
の
ち
『
近
世
文
学
の
境
界
』
所
収
、

二
〇
〇
九
年
二
月
、
岩
波
書
店
。

（
13 
）
野
山
嘉
正
『
日
本
近
代
文
学
の
詩
と
散
文　

明
治
の
視
角
か
ら
』

所
収
、
二
〇
一
二
年
八
月
、
明
治
書
院
。

（
14
）
一
九
二
六
〈
大
正
一
五
〉
年
一
二
月
、
敬
宇
詩
集
刊
行
発
行
所
。

（
15 
）
揖
斐
氏
の
注
釈
は
、
③
に
つ
い
て
、
「
敬
宇
が
こ
の
詩
を
翻
訳
す
る

に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
詩
集
あ
る
い
は
詞
華
集
に
拠
っ
た
か
は
未
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詳
。
」
と
す
る
。
②
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
中
村
正
直
文
庫
（
成
蹊

大
学
図
書
館
）
所
蔵Select English Poetry

に
収
め
ら
れ
て
い
る

The C
ountry Clergym

an

あ
る
い
はLives of British Poets

に
引
用
さ
れ
て
い
るThe Village Preacher

の
い
ず
れ
か
で
あ
る

が
、「
詩
の
本
文
に
基
本
的
な
異
同
は
な
い
」と
す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

こ

れ

はO
liver G

oldsm
ith

の

長

詩The D
eserted Village, 

1770

の
一
部
で
あ
る
。
題
名
の
違
い
は
、
各
々
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の

編
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
16 
）
「
東
北
学
院
大
学
論
集　

—
人
間
・
言
語
・
情
報
」
第
一
二
〇
号
・

第
一
二
四
号
、
一
九
九
八
年
七
月
・
一
九
九
九
年
一
二
月
、
東
北
学

院
大
学
学
術
研
究
会
。

（
17 
）
引
用
は
、Edw

ard H
ughes, Select English Poetry, w

ith 
Prose Introduction, N

otes, and Q
uestions; For the U

se 
of Schools and Private Reading, 1852, Longm

an, Brow
n, 

G
reen and Longm

ans

に
よ
る
。
ま
た
、
同
じ
編
者
に
よ
る

Select Specim
ens of English Poetry, 1856

も
参
照
で
き
た

が
、
前
者
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
、
本
文
は
同
一
で
あ
っ
た
。
こ
の

二
書
に
は
、
敬
宇
の
引
用
文
献
が
未
詳
と
な
っ
て
い
る
③
の
原
詩
ロ

ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
のThe Village Blacksm

ith

も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
二
書
と
も
成
蹊
大
学
図
書
館
中
村
正
直
文
庫
に
収
蔵

さ
れ
て
い
な
い
。
敬
宇
蔵
書
の
す
べ
て
が
同
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
調
査
は
継
続
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
英

詩
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
失
わ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
他

にPoem
s by Eliza Cook, A N

ew
 Edition, in O

ne Volum
e, 

1861, London

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
文
は
な
い
。

（
18 
）
野
口
武
彦
『
江
戸
思
想
史
の
地
形
』
、
一
九
九
三
年
九
月
、
ぺ
り
か

ん
社
。

（
19 
）
『
中
国
に
お
け
る
隠
逸
思
想
の
研
究
』
、
一
九
九
三
年
二
月
、
ぺ
り

か
ん
社
、
序
説
、
第
六
章
。

（
20
）
『
江
戸
詩
歌
論
』
所
収
、
一
九
九
八
年
二
月
、
汲
古
書
院
。

（
21 
）
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』
、
二
〇
〇
七
年
二
月
、
日
本
放
送
出
版
会
、

第
三
章
。

※

注
（
９
）
に
つ
い
て

　

前
稿
「
和
歌
と
ロ
ゴ
ス
」
で
は
、
『
格
物
探
源
』
の
訓
点
者
熊
野
与
が

熊
野
雄
七
の
父
で
あ
っ
て
、
雄
七
と
奥
野
の
関
係
か
ら
両
者
に
は
面
識
が

あ
る
も
の
と
推
察
し
つ
つ
、
訓
点
者
が
熊
野
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に

つ
い
て
は
、
「
詳
細
は
不
明
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
『
略
伝
』
の
記
述

を
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い
た
た
め
、
本
稿
で
当
該
箇
所

を
引
用
す
る
と
と
も
に
、
前
稿
の
注
（
32
）
を
修
正
す
る
こ
と
と
す
る
。




